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熊
野
直
樹
・
柴
尾
健
一
・
山
田
良
介
・
中
島
琢
磨
・
北
村
厚
・
金
哲
著

『
政
治
史
へ
の
問
い
╱
政
治
史
か
ら
の
問
い

法
律
文
化
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
ブ
ッ
ク
ス
〔
Ｈ
Ｂ
Ｂ

〕
』

法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
、
ⅷ
＋
二
一
六
＋
三
一
頁
）

本
書
は
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
担
う
若
い
世
代
を
読
者
と
し
て
想
定
す

る
。
彼
ら
の
直
面
す
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
関
心
か
ら
政
治
史
を
解

釈
し（「
政
治
史
へ
の
問
い
」）、
そ
こ
か
ら
問
題
を
考
え
る
た
め
の
手
が

か
り
を
提
供
す
る
（「
政
治
史
か
ら
の
問
い
」）
試
み
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
本
書
は
「
二
〇
世
紀
の
末
か
ら
二
一
世
紀
の
初
頭
に

か
け
て
隆
盛
を
迎
え
た
新
保
守
主
義
が
、
時
代
的
な
役
目
を
終
え
よ
う

と
し
て
い
る
」（
九
頁
）と
の
状
況
認
識
に
立
ち
、
そ
の
新
保
守
主
義
の

一
つ
の
帰
結
と
し
て
「
平
成
大
恐
慌
」
を
捉
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
観

点
か
ら
「
世
界
大
恐
慌
期
の
政
治
史
」
や
「
新
保
守
主
義
に
関
連
す
る

政
治
史
」
を
考
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
新
た
な
歴
史
的
見
解
を
得
る

と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
今
後
の
政
治
的
方
向
性
を
示
唆
す
る

こ
と
」（
一
二
頁
）
を
課
題
と
す
る
。

こ
う
し
た
試
み
は
、「
政
治
学
に
お
け
る
政
治
史
学
」
は
「
単
な
る
歴

史
解
釈
に
留
ま
ら
ず
、
現
代
政
治
に
対
し
て
教
訓
や
一
般
的
な
命
題
、

さ
ら
に
は
何
ら
か
の
政
治
的
な
方
向
性
を
も
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き

る
」（
一
一
頁
）
と
す
る
立
場
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
異
な
る
専
門
分
野
の
研
究
者
ら
の
共
著
で
、八
章
か
ら
な
る
。

そ
の
う
ち
、
序
章
と
結
章
は
執
筆
者
全
員
で
分
担
し
て
い
る
。
以
下
、

本
書
の
課
題
に
沿
っ
て
、
紙
幅
の
限
り
で
各
章
の
内
容
に
触
れ
る
。

ま
ず
、
序
章「
政
治
史
を
学
ぶ
」（
統
括
責
任
者
、
熊
野
直
樹
）で
は
、

本
書
の
課
題
や
立
場
（
上
述
）
と
と
も
に
、
全
体
の
見
取
り
図
お
よ
び

各
章
の
概
要
が
示
さ
れ
る
。
各
章
で
は
新
保
守
主
義
｜
｜
そ
の
経
済
的

側
面
が
新
自
由
主
義
で
あ
る
｜
｜
が
も
た
ら
し
た
問
題
状
況
に
即
し

て
、
日
独
中
の
歴
史
的
経
験
｜
｜
ハ
イ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
分
野
（
主
に

軍
事
や
外
交
）
な
ら
び
に
ロ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
分
野
（
主
に
経
済
）

｜
｜
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。

第
一
章
「
総
力
戦
と
『
国
民
動
員
』、
そ
し
て
女
性
の
役
割
」（
柴
尾

健
一
）
は
、
国
民
の
身
体
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
新
保
守
主
義
の
「
強

い
国
家
」
と
の
関
連
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
戦
間
期
の
日
本
に

お
け
る
国
民
の
「
画
一
化
╱
序
列
化
」
を
、
国
家
側
の
構
想
を
中
心
に

検
討
す
る
。
そ
し
て
、
国
家
は
総
力
戦
で
の
動
員
を
念
頭
に
、
男
女「
ら

し
さ
」
を
創
出
し
、
国
民
の
身
体
を
戦
争
に
適
し
た
身
体
へ
と
画
一
化

し
、
適
合
性
に
応
じ
て
序
列
化
し
た
と
す
る
。

第
二
章
「
恐
慌
・
戦
争
・
政
治
不
信
｜
｜
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に

お
け
る
農
村
問
題
を
中
心
に
」（
山
田
良
介
）は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半

の
日
本
が
直
面
し
た
「
危
機
」
状
況
に
対
す
る
政
府
の
方
針
と
農
村
の

対
応
を
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
、
恐
慌
の
影
響
や
戦
争
と
国
民
生
活
の
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画
一
化
の
問
題
と
と
も
に
、
現
代
の
新
保
守
主
義
に
お
け
る
政
治
改
革

や
構
造
改
革
の
帰
趨
を
踏
ま
え
、
当
時
の
政
党
政
治
へ
の
不
信
と
批
判

の
高
ま
り
、
国
家
主
義
の
台
頭
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
。

第
三
章「
戦
後
日
本
外
交
の
基
本
路
線
と
ア
ジ
ア
」（
中
島
琢
磨
）は
、

戦
後
日
本
外
交
を
概
観
し
、
日
本
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て

途
絶
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
外
交
関
係
を
正
常
化
し
て
い
く
過
程
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
新
保
守
主
義
的
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
さ
れ

る
二
〇
〇
〇
年
代
の
日
本
外
交
に
お
け
る
「
内
向
き
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
を
歴
史
的
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
な
お
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ア
ジ
ア

か
と
い
っ
た
二
者
択
一
的
な
外
交
観
の
相
対
化
を
促
す
。

第
四
章「
戦
間
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
地
域
経
済
統
合
の
可
能
性
」

（
北
村
厚
）
は
、
新
保
守
主
義
で
生
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
に

関
連
し
、
戦
間
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
完
全
な
自
由
貿
易
で
も
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
保
護
貿
易
で
も
な
い
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
、
地
域
経
済
統

合
の
試
み
を
、
独
墺
の
そ
れ
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
試

み
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
政
治
的
対
立
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
、
保
護

貿
易
へ
の
移
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
描
く
。

第
五
章
「
バ
タ
ー
・
マ
ー
ガ
リ
ン
・
満
洲
大
豆
｜
｜
世
界
大
恐
慌
期

に
お
け
る
ド
イ
ツ
通
商
政
策
の
史
的
展
開
」（
熊
野
直
樹
）は
、
国
民
生

活
に
必
須
の
農
産
品
｜
｜
特
に
満
洲
大
豆
｜
｜
に
着
目
し
て
、
世
界
大

恐
慌
期
の
ド
イ
ツ
通
商
政
策
の
政
治
過
程
お
よ
び
そ
の
史
的
展
開
を
概

観
す
る
。
そ
こ
で
は
自
由
貿
易
に
よ
る
農
業
部
門
の
圧
迫
の
問
題
、
通

商
政
策
の
保
護
貿
易
へ
の
急
激
な
転
換
と
そ
の
深
刻
な
影
響
が
、
国
内

外
の
構
造
的
な
制
約
を
踏
ま
え
つ
つ
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
六
章
「
中
国
共
産
党
の
『
新
民
主
主
義
論
』
に
関
す
る
考
察
」（
金

哲
）
で
は
、
先
進
諸
国
の
新
自
由
主
義
政
策
を
外
か
ら
支
え
た
中
国
の

改
革
開
放
路
線
に
着
目
す
る
。
そ
の
も
と
で
、
近
代
中
国
史
の
再
考
を

通
じ
て
、
改
革
開
放
路
線
を
正
当
化
し
た
鄧
小
平
の
「
社
会
主
義
初
級

段
階
理
論
」
の
歴
史
的
起
源
が
、
共
産
党
と
国
民
党
の
闘
争
や
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
政
策
の
失
敗
、
そ
し
て
「
抗
日
」
政
策
の
要
請
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
毛
沢
東
の
「
新
民
主
主
義
論
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

結
章
「
政
治
史
へ
の
問
い
╱
政
治
史
か
ら
の
問
い
」（
統
括
責
任
者
、

熊
野
直
樹
）
で
は
、
各
章
の
考
察
を
踏
ま
え
、
改
め
て
今
後
の
政
治
的

方
向
性
に
つ
い
て
の
示
唆
お
よ
び
問
題
提
起
が
な
さ
れ
る
。
敢
え
て
要

約
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
将
来
に
お
け
る
人
間
の
生
に
対
す
る
国
家
の

介
入
の
深
化
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
化
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
し
う
る

国
際
関
係
上
の
危
難
に
対
す
る
警
鐘
が
、
歴
史
的
地
理
的
に
長
く
か
つ

広
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
試
み
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

な
お
、
本
書
の
執
筆
者
は
皆
「
九
州
大
学
東
ア
ジ
ア
政
治
史
コ
ロ
キ

ウ
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。（

西
貴
倫
）
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